
～
ご
あ
い
さ
つ
～

～
ご
あ
い
さ
つ
～

　

私
た
ち
の
郷
土
・
熊
谷
は
、
多
く
の
画
家
を
輩
出
し
た
ま
ち
で
す
が
、
日

　

私
た
ち
の
郷
土
・
熊
谷
は
、
多
く
の
画
家
を
輩
出
し
た
ま
ち
で
す
が
、
日

本
画
の
分
野
で
活
躍
し
た
人
物
と
し
て
大
野
百
樹
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

本
画
の
分
野
で
活
躍
し
た
人
物
と
し
て
大
野
百
樹
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

大
野
百
樹

　

大
野
百
樹((

大
正
九
年
～
平
成
三
一
年

大
正
九
年
～
平
成
三
一
年))

は
、
本
名
を
慶
蔵
と
い
い
、
秩

は
、
本
名
を
慶
蔵
と
い
い
、
秩

父
郡
吉
田
町
に
て
五
人
兄
弟
の
末
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
川
端
画
学
校
、

父
郡
吉
田
町
に
て
五
人
兄
弟
の
末
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
川
端
画
学
校
、

太
平
洋
美
術
学
校
で
洋
画
を
学
び
、
昭
和
一
五
年
か
ら
二
〇
年
ま
で
は
東
京

太
平
洋
美
術
学
校
で
洋
画
を
学
び
、
昭
和
一
五
年
か
ら
二
〇
年
ま
で
は
東
京

美
術
学
校
（
現
在
の
東
京
藝
術
大
学
）
に
勤
務
し
な
が
ら
、
油
絵
科
の
教
授

美
術
学
校
（
現
在
の
東
京
藝
術
大
学
）
に
勤
務
し
な
が
ら
、
油
絵
科
の
教
授

だ
っ
た
藤
島
武
二
に
師
事
し
ま
し
た
。
昭
和
二
〇
年
よ
り
熊
谷
に
居
住
し
ま

だ
っ
た
藤
島
武
二
に
師
事
し
ま
し
た
。
昭
和
二
〇
年
よ
り
熊
谷
に
居
住
し
ま

し
た
が
、
戦
災
後
秩
父
郡
野
上
町
下
郷

し
た
が
、
戦
災
後
秩
父
郡
野
上
町
下
郷((

現
在
の
長
瀞
町

現
在
の
長
瀞
町))

へ
移
り
、
二
五

へ
移
り
、
二
五

年
に
ふ
た
た
び
熊
谷
へ
戻
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
油
彩
画
か
ら
日
本
画
へ
転

年
に
ふ
た
た
び
熊
谷
へ
戻
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
油
彩
画
か
ら
日
本
画
へ
転

向
し
、
二
三
年
の
院
展
に
て
「
は
つ
な
つ
」
が
初
入
選
す
る
と
、
二
六
年
日

向
し
、
二
三
年
の
院
展
に
て
「
は
つ
な
つ
」
が
初
入
選
す
る
と
、
二
六
年
日

本
美
術
院
院
友
、
二
九
年
に
八
幡
会
会
員
と
な
り
ま
し
た
。
数
々
の
作
品
を

本
美
術
院
院
友
、
二
九
年
に
八
幡
会
会
員
と
な
り
ま
し
た
。
数
々
の
作
品
を

院
展
に
出
品
し
、
そ
の
後
、
平
成
一
三
年
に
は
日
本
美
術
院
同
人
に
推
挙
さ

院
展
に
出
品
し
、
そ
の
後
、
平
成
一
三
年
に
は
日
本
美
術
院
同
人
に
推
挙
さ

れ
ま
し
た
。
昭
和
四
一
年
に
熊
谷
市
か
ら
、
平
成
二
年
に
は
埼
玉
県
か
ら
文

れ
ま
し
た
。
昭
和
四
一
年
に
熊
谷
市
か
ら
、
平
成
二
年
に
は
埼
玉
県
か
ら
文

ミ
ニ
企
画
展
　

ミ
ニ
企
画
展
　--

大
野
百
樹
が
描
い
た
山

大
野
百
樹
が
描
い
た
山--

会
期
会
期::

令
和
五
年
九
月
五
日

令
和
五
年
九
月
五
日((

火火))

　
　
　
　
　
　

～
一
二
月
三
日

　
　
　
　
　
　

～
一
二
月
三
日((

日日))
会
場
：
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館

会
場
：
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館  

三
階
三
階  

郷
土
資
料
展
示
室

郷
土
資
料
展
示
室

時
間
：
午
前
九
時
～
午
後
五
時

時
間
：
午
前
九
時
～
午
後
五
時

主
催
：
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館

主
催
：
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館

住
所
：
熊
谷
市
桜
木
町
二
丁
目
三
三
番
地
二

住
所
：
熊
谷
市
桜
木
町
二
丁
目
三
三
番
地
二

電
話
電
話:

 
:
 

〇
四
八

〇
四
八--

五
二
五

五
二
五 

-
 

 
-
 

九
四
六
三

九
四
六
三
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大野百樹 氏　画室にて大野百樹 氏　画室にて

日
本
画

日
本
画
・・
大大お

お

の

も

も

き

お

お

の

も

も

き

野
百
樹

野
百
樹
展展

［
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日

［
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日((

祝
日
は
除
く
）
、

祝
日
は
除
く
）
、

9 /199 /19
、、

10/ 610/ 6
、、

10/1010/10
、、

10/2410/24
、、

10/2510/25
、、

11/1011/10
、、

11/2411/24
、、

12/ 112/ 1
］］

化
功
労
者
に
表
彰
さ
れ
た
ほ
か
、

化
功
労
者
に
表
彰
さ
れ
た
ほ
か
、

熊
谷
市
美
術
展
や
県
北
美
術
展
の

熊
谷
市
美
術
展
や
県
北
美
術
展
の

立
案
と
発
展
を
図
る
な
ど
、
多
く

立
案
と
発
展
を
図
る
な
ど
、
多
く

の
功
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
氏
の

の
功
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
氏
の

初
期
の
画
風
は
人
物
が
主
体
で
、

初
期
の
画
風
は
人
物
が
主
体
で
、

風
景
に
は
緑
が
多
く
用
い
ら
れ
ま

風
景
に
は
緑
が
多
く
用
い
ら
れ
ま

し
た
。
の
ち
に
、

し
た
。
の
ち
に
、

細
や
か
な
自
然
の

細
や
か
な
自
然
の

ひ
び
き
を
表
現
す

ひ
び
き
を
表
現
す

る
点
描
風
ほ
り
ぬ

る
点
描
風
ほ
り
ぬ

り
画
法
に
よ
る
独

り
画
法
に
よ
る
独

自
の
風
景
画
を
描

自
の
風
景
画
を
描

く
よ
う
に
な
り
、

く
よ
う
に
な
り
、

暖
色
系
の
色
彩
も

暖
色
系
の
色
彩
も

加
わ
っ
て
い
き
ま

加
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。

し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
当
館
所
蔵
の
作
品
の
中
で
も
「
山
」
を
題
材
に
し
た

　

今
回
の
展
示
で
は
、
当
館
所
蔵
の
作
品
の
中
で
も
「
山
」
を
題
材
に
し
た

も
の
か
ら
、
日
本
美
術
院
賞
・
大
観
賞
を
受
賞
し
た
作
品
を
含
め
た
５
点
を

も
の
か
ら
、
日
本
美
術
院
賞
・
大
観
賞
を
受
賞
し
た
作
品
を
含
め
た
５
点
を

展
示
い
た
し
ま
す
。
幻
想
的
な
色
彩
や
、
緻
密
に
描
か
れ
た
山
々
を
ご
鑑
賞

展
示
い
た
し
ま
す
。
幻
想
的
な
色
彩
や
、
緻
密
に
描
か
れ
た
山
々
を
ご
鑑
賞

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。



※
こ
の
チ
ラ
シ
は

1
,
5
0
0
枚
制
作
し
、
制
作
費
用
は
１
枚
当
た
り

9
.
4
6
円
で
す
。

津
軽

の
山

　
昭

和
49

年
　

再
興

 第
59

回
院

展
津

軽
の

山
　

昭
和

49
年

　
再

興
 第

59
回

院
展

初
冬

　
平

成
23

年
　

再
興

 第
96

回
院

展
　

内
閣

総
理

大
臣

賞
初

冬
　

平
成

23
年

　
再

興
 第

96
回

院
展

　
内

閣
総

理
大

臣
賞

北
の

山
　

昭
和

52
年

　
第

32
回

 春
の

院
展

北
の

山
　

昭
和

52
年

　
第

32
回

 春
の

院
展

金
銅

山
　

平
成

11
年

　
第

54
回

 春
の

院
展

金
銅

山
　

平
成

11
年

　
第

54
回

 春
の

院
展


